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ひがしき

今年度より藤沢市監査委員に就任致しました。
これまで以上に市民に寄り添いながら、
「行政事務・会計に係る適正公平性の調査」
など、俯瞰的な視点で藤沢市の発展に尽くして
参ります。

おれんじ通信 第31号

新型コロナワクチン接種のスムーズな推進を。

高齢者の集団接種スケジュール

ワクチン接種やコロナウイルスの最新情報は「LINE(ライン)」の活用を！
コロナ関連情報は「広報ふじさわ」やホームページの他に、スマート

フォンアプリ「LINE(ライン)」で発信しています。スマートフォンで
「藤沢市公式アカウント」の友達追加を。右記QRコードからご登録いた
だけます。

6月半ばには65歳以上の方全員にクーポン券が届き、
6月末からは集団接種が始まります。(下記を参照)
お手元に届いたらワクチン予約サイトから、あるい
はコールセンターにお電話して下さい。以降も特定
疾患や障がいをお持ちの方、65歳以下の方々へ計画
性をもってスムーズに実施出来るよう、推進して
参ります。

医療機関のご協力により、個別接種と集団接種から選択できます。

コロナ禍の女性支援「生理用品の無償配布」を開始しました！

最近話題になっている「生理の貧困」。任意団体の調査では、
約20％の女性が「過去1年間に経済的な理由で生理用品の入手に
苦労した」と回答しています。公明党市議団として緊急提言を
行ったところ、生理用品の無償配布が決定。市役所2Fバックアッ
プふじさわ、社会福祉協議会、湘南台文化センターの市内3ヶ所で
希望者の方はおひとりにつき1パックをお受け取りいただけます。
(お受け取りの際には、左のカードをお示しください。)

生理用品受け取りカード

LINE
友達登録をよろしく

お願いいたします。

ワクチンに関する
お問い合わせ先

【藤沢市専用コールセンター】

0466-50-0100

0570-07-2230
または

【FAX番号】
0466-28-2020

LINE
藤沢市
公式
アカウント

藤沢市
コロナ
ワクチン
予約サイト
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東木(ひがしき)ひさよプロフィール

藤沢市議会議員3期。北海道旭川市出身、北海道立旭川東高、明治学院大学卒。
厚生環境、建設経済、総務常任委員会等各委員を歴任。
R3年度 藤沢市監査委員、 子ども文教常任委員会委員、 災害対策特別委員会委員。

東木ひさよ
公式サイト

http://higashiki.com

(0466)88-1125 hisayo2011@yahoo.co.jp

政策の詳細はこちら

＆

「ひとり親家庭」を対象にした特別支援給付金。3回目の支給が開始して
います。特に「新型コロナウイルス感染症の影響により経済状況が著しく
悪化したひとり親家庭」は、申請が必要です。藤沢市として対象の方に
情報が行き届くよう要望し、企業や事業所にも徹底されました。さらに、
7月以降は低所得の「ふたり親世帯」にも給付金が支給される予定です。
詳細は右記QRコードの市役所ホームページにてご確認ください。

暮らしを守り未来を創る取組みを進めます！

子育て
世帯生活支援
特別給付金

経済的に困難な

「子育て世帯生活支援特別給付金」 子どもひとりあたり5万円 申請

「生まれ変わる湘南台駅地下へ」広場の工事が始まります。

の回でも紹介されるなど好評です。藤沢市としても、令和3年度の新た
な事業として、8月以降に床面やバックヤードの工事、壁画の制作が
始まります。グランドピアノの設置、壁画の制作費用、柱や壁ギャラ
リーなどのアートのしつらえに向けて寄付活動も進めています。

「湘南台アートスクエアプロ
ジェクト」を立ち上げて2年。
毎月2回のストリートピアノイベ
ントは、1月にNHK BSプレミア
ムの「ニッポンぶらり鉄道旅」の
〈横浜市営地下鉄ブルーライン〉

湘南台
アート
スクエア
ホーム
ページ

◆ふたり親低所得の子育て世帯
〇児童手当受給で、住民税均等割が非課税の世帯
〇上記以外で直近で収入が減少した世帯

◆ひとり親世帯
〇児童手当を受給している世帯 ×

〇

〇

〇公的年金(遺族年金)を受給している家庭
新型コロナウイルス感染症の影響により経済が悪化した家庭

×

「健康と文化の森地区」「遠藤笹窪谷公園(仮称)」が前進。

従前より準備を進めてきた「健康と文化の森地区のまちづく
り」。昨年秋、土地区画整理準備会が設立し、12月には「三菱
地所レジデンス㈱」をはじめとする事業化検討パートナーが決定。
2022年度実施設計が行われる予定です。また、同地区の一翼を
担う「健康の森」の豊かな自然を生かした遠藤笹窪谷公園(仮称)
は、2022年7月にオープン予定です。「遠藤笹窪谷戸公園(仮称)」工事中の様子

「ひとり親家庭」そして 「ふたり親家庭」もサポートを。


